
令和５年度 国語科 授業改善推進プラン 

大田区立東糀谷小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・第２学年は、本に親しむ姿が多く見られた。読書の時間を確保したり、読み聞かせを行っ

たりしたことが成果となった。 

 ・第４学年は、「我が国の言語文化に関する事項」が達成値を上回った。ことわざや慣用句

等の図書を図書室や教室に置いたことで、児童が興味関心をもって学習することにつなが

った。 

 ・第５学年は、物語を読んだり、文章を書いたりする問題に対して、目標値を上回った。書

く活動を日常的に取り入れたことが成果となった。 

（２） 課題 

 ・第２学年は、話すことや書くことで自分の考えを表現することが苦手な児童が見られる。 

 ・第４学年は、目標値に対して下回る結果となった項目が多くあった。当該学年までの学習

内容が習熟するよう折に触れて復習するなど、継続的な指導が必要である。 

 ・第６学年は、物語や説明文の内容を読み取ったり、目的に応じて文章を書いたりする数値

が低い。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和５年度結果 令和４年度結果 令和３年度結果 

第４学年 

 

 

  

第５学年 

 

 

 

 

 

（第４学年時） 

 

第６学年 

 

 

 

 

 

（第５学年時） 

 

 

（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

言語についての知識・理解につ

いては、目標値の平均を上回っ

た。 

思考・判断・表現について、

全体的に目標値の平均また

は下回った。 

国語への関心・意欲・態度は目

標値を下回った。 

 ② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

言語についての知識・理解につ

いては、目標値の平均または上

回った。 

物語や説明文の内容を読み

取ること、文章を書くことに

おいて、目標値を下回った。

（6年） 

国語への関心・意欲・態度は目

標値を下回った。（6年） 

目標値に対して△ 目標値に対して△ 

目標値に対して▼ 

目標値に対して▼ 

目標値に対して▼ 目標値に対して▼ 



 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・行事や学習活動に合わせた 

作文指導や日記を取り入れ、

目的を明確にして継続的に

書く活動を行う。 

・平仮名や片仮名では、促音・

長音・拗音などの基礎的な表

記の決まりをフラッシュカ

ードなどを活用しながら身

に付けさせる。  

・詩の暗唱や言葉遊びなどを通

して、語彙を増やす活動に取

り組む。 

・既習の漢字を文章の中で使

う習慣を付ける。 

・同一の意味を様々な言葉で

表現する活動を行う。 

 

・ペアやグループでの発表や話

し合いの場を多く作り、自

分の思いや考えを伝えた

り、相手の思いや考えを聞

いたりすることの習慣化を

図る。  

・話型や文型を示すことで、思

考を整理し、表現できるよ

うにする。 

・経験したことや想像したこと

を「初め・中・終わり」の構

成を考えて書く活動を定期

的に取り入れる。  

・具体物を見せたりデジタル教

科書を活用したりして、語彙

の確認をする。 

・朝読書の継続や週１回の図 

書の時間の確保、専門員やボ

ランティアによる読み聞かせ

を通して、本に親しむ機会を

増やす。  

・詩の暗唱や言葉遊びなどを通

して、語彙を増やすと共に、

言葉への興味・関心を高め

る。 

・音読発表会などを効果的に取

り入れ、表現する楽しさを味

わえる学習活動を行う。 

・ICT を活用して、興味・関

心を高める学習活動を行

う。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・主語と述語は小単元の学習

以外でも作文などの中で継

続的に繰り返し指導する。  

・既習の漢字を文章の中で使

う習慣を付ける。 

・同一の意味を様々な言葉で

表現する活動を行う。 

・意味が分からない言葉や漢

字の書き方など、積極的に

辞書を活用する。国語の時

間以外でも使い、辞書の活

用を習慣化する。 

 

 

 

・ペアやグループなどで話し合

う時間を作る。友達と意見

を交流することで、話の中

心に気を付けて聞いて、質

問したり感想を述べたりす

る力を付ける。  

・作文を書く活動に継続して取

り組む。自分の考えが明確

になるよう理由や例を挙げ

たり、段落の構成に注意し

たりして書くよう指導す

る。  

・場面の移り変わりに注意し、

登場人物の心情の変化など、

叙述に即して読むよう指導

する。 

・朝読書の継続や週１回の図書

の時間、専門員による読み聞

かせ、ブックトーク等を通し

て、本に親しむ機会を増やす。  

・俳句の暗唱や百人一首など

を通して、言葉への興味・関

心を高める。 

・ICT を活用して、興味・関

心を高める学習活動を行

う。 

 

 

 

 



（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・主語、述語、修飾語、敬語な

ど、小単元の学習以外でも

読むことや作文などの中で

継続的に繰り返し指導す

る。  

・既習の漢字を文章の中で使

う習慣を付ける。 

・同一の意味を様々な言葉で

表現する活動を行う。 

・「書くって楽しいね」を活

用し、文章の書き方を理解

する。 

 

 

・ペアやグループで話し合う時

間を作り、話し合ったこと

をまとめたり、グループの

意見を全体に伝えたりする

活動を日常的に行う。  

・自分の考え、事実、説明など

を書く活動を、国語をはじ

め他教科でも取り入れる。

その際、指定された文字数

で書いたり、段落構成を考

えて書いたりする経験を増

やす。  

・物語文を読み取る際には、登

場人物の心情を直接的に描

写されている場合や暗示的

に描写されていることに気

付かせ、叙述から丁寧に読

み取らせる。 

・文章の内容の要旨を捉えた

り、事実と意見などの関係を

おさえ、自分の考えを明確に

しながら読んだりする活動

に取り組む。 

・朝読書の継続や週１回の図書

の時間、専門員による読み聞

かせ、ブックトーク等を通し

て、本に親しむ機会を増やす。  

・俳句や短歌の暗唱、百人一

首などを通して、言葉への

興味・関心を高める。 

・ICT を活用して、興味・関

心を高める学習活動を行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度 算数科 授業改善推進プラン 

大田区立東糀谷小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・ＩＣＴを活用した授業を展開したことにより、画像や動画などを用い、具体物を操作する

などの視覚的な情報をもとに授業を実施した。その結果、児童の関心・意欲を高めたり、

学習の理解を深めたりすることができた。 

 ・放課後補習、土曜補習を実施したことにより、個別指導の充実を図ることができた。 

（２） 課題 

 ・特に第４・６学年において、基礎的な計算の習得に課題がある。個別指導や、繰り返しの

学習に重点を置き、当該学年までの学習内容が定着するよう継続的な指導が必要である。 

 ・観点別正答率から第４・６学年は主体的に取り組む態度に課題がある。「わかる」「できる」

「楽しい」と感じ、達成感を味わうことができる授業展開を検討する必要がある。 

 ・ノートの書き方が定着していない児童が多く見られるため、書画カメラなどを活用して書

き方の見本を提示しながら板書させ、「分かりやすいノートづくり」の指導をしていく。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和５年度結果 令和４年度結果 令和３年度結果 

第４学年 

 

目標値に対して▼ 

 

  

第５学年 

 

目標値に対して▼ 

 

 

目標値に対して▼ 

（第４学年時） 

 

第６学年 

 

目標値に対して▼ 

 

 

目標値に対して▼ 

（第５学年時） 

 

目標値に対して≒ 

（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・第４学年では、目標値に対

して 5.9ポイント下回った。 

・「数と計算」の領域で、「３

けたの足し算・引き算（繰り

上がり・繰り下がり）」「整数

-小数第一位の計算」「除法

（余りあり）の文章問題」に

課題がある。 

・第４学年では、目標値に対

して11.3ポイント下回った。 

・「数と計算」の領域で、「わ

り算の余りの処理をして正

しい答えを導く」「□を使っ

た問題」に課題がある。 

・「測定」の領域で、「道のり

を求め、どちらの道のりの合

計が短いかを説明する」問題

に課題がある。 

・第４学年では、目標値に対

して 5.6ポイント下回った。 

・「測定」の領域で、「道のり

を求め、どちらの道のりの合

計が短いかを説明する」問題

に課題があるが、その他の領

域では、概ね目標値に達して

いる。 



② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・第５学年では、目標値に対

して 2.2ポイント下回った。 

・「数と計算」の領域で、「数

直線上にあらわされた分数

を読み取る」「小数第一位-小

数第二位の計算」「（）や四則

の混じった計算」問題に課題

がある。 

・「図形」の領域で、「ひし形

の作図」の問題に課題があ

る。 

・第５学年では、目標値に対

して 3.1ポイント下回った。 

・「データの活用」の領域で、

「折れ線グラフと棒グラフ

をもとに、目的に応じて考察

する」問題に課題がある。 

・「面積」の領域で、「はがき

のおよその面積を選ぶ」問題

に課題がある。 

・第５学年では、目標値に対

して 3.5ポイント下回った。 

・「図形」の領域で、「ひし形

の作図」の問題に課題があ

る。 

・「面積」の領域で、「はがき

のおよその面積を選ぶ」問題

に課題がある。 

・第６学年では、目標値に対

して 7.6ポイント下回った。 

・「数と計算」の領域で、「整

数÷整数の商を分数で表す」

「小数第二位×小数第一位

（乗数に空位あり）の計算」

「帯分数-帯分数＝真分数

（約分・通分）」問題に課題

がある。 

・「図形」の領域で、「ひし形

の面積を求める」「立方体の

体積を求める」問題に課題が

ある。 

・第６学年では、目標値に対

して 7.2ポイント下回った。 

・「数と計算」の領域で、「小

数の乗法の文章問題を表し

た図の構造をとらえる」問題

に課題がある。 

・「データの活用」の領域で、

「値に０があり、答えが小数

になる分離量の平均を求め

る」「与えられた情報を読み

取り、基準量と割合から求め

た比較量を比べ、正しい理由

を説明する」問題に課題があ

る。 

・「図形」の領域で、「図に示

された五角形の内角の和の

求め方を選ぶ」問題に課題が

ある。 

・第６学年では、目標値に対

して 9ポイント下回った。 

・「データの活用」の領域で、

「与えられた情報を読み取

り、基準量と割合から求めた

比較量を比べ、正しい理由を

説明する」問題に課題があ

る。 

・「図形」の領域で、「図に示

された五角形の内角の和の

求め方を選ぶ」問題に課題が

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・デジタル教科書や動画を使

用して児童への説明を行

い、式や自分の言葉で説明

する活動を十分に行う。 

・タブレット端末と紙を併用

し、毎回の学習内容の習得

を確実にする。 

・ＩＣＴの活用と共に絵図や

ブロックといった具体物

を活用した授業を展開し、

視覚的に分かりやすい授

業を行う。 

・班やペア活動で自分の考え

を表現し、説明する機会を

意図的に設け協同学習を

行う。（可能な範囲で振り

返りコメントのできる機

会を作る） 

 

 

・習熟度別学習を行い、児童

が「分かった」「できる」「楽

しい」と実感できる授業を

行う。 

・ＩＣＴを活用した学習を多

く取り入れ、画像や動画を

使用し児童の興味・関心を

高める。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・デジタル教科書や動画を使

用して児童への説明を行

い、式や自分の言葉で説明

する活動を十分に行う。 

・タブレット端末と紙を併用

し、毎回の学習内容の習得

を確実にする。 

 

・ＩＣＴの活用と共に絵図や

ブロックといった具体物

を活用した授業を展開し、

視覚的に分かりやすい授

業を行う。 

 

 

・班やペア活動で自分の考え

を表現し、説明する機会を

意図的に設け協同学習を

行う。（可能な範囲で振り

返りコメントのできる機

会を作る） 

・児童の多様な考えをホワイ

トボードに書かせ黒板に掲

示し、クラス全体で考えの

共有を行う。 

・板書を基に、自分の考えを

整理し工夫したノートづ

くりを行う。 

・他者とノートを見せ合う協

同学習を行う。 

・習熟度別学習を行い、児童

が「分かった」「できる」「楽

しい」と実感できる授業を

行う。 

・ＩＣＴを活用した学習を多

く取り入れ、画像や動画を

使用し児童の興味・関心を

高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・デジタル教科書や動画を使

用して児童への説明を行

い、式や自分の言葉で説明

する活動を十分に行う。 

・タブレット端末と紙を併用

し、毎回の学習内容の習得

を確実にする。 

・「数と計算」の領域では、

ことばや問題の意味をと

らえるため、図や文章を付

記し理解する、相手に説明

する活動を行う。 

・「図形」の領域では、面積

の求め方や求めるのに必

要な情報整理の場面を繰

り返し設定し、定着につな

げる。 

・班やペア活動で自分の考え

を表現し、説明する機会を

意図的に設け協同学習を行

う。（可能な範囲で振り返り

コメントのできる機会を作

る） 

・自分の考えを式や図、言葉

などで表現できるようにす

る。 

・「データの活用」の領域で、

実際の場面を想定し、表や

グラフを使用する活動を行

う。 

・「図形」の領域では、実物

を用いたりＩＣＴを活用し

たりして図形を操作しなが

ら考えることができるよう

な学習を取り入れる。 

・習熟度別学習を行い、児童

が「分かった」「できる」「楽

しい」と実感できる授業を

行う。 

・ＩＣＴを活用した学習を多

く取り入れ、画像や動画を

使用し児童の興味・関心を

高める。 

 



令和５年度 理科 授業改善推進プラン 

大田区立東糀谷小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・ＩＣＴの活用により、植物、昆虫、魚など「生命」領域では観察がしっかりできて学力の

定着につながった。 

・観察・実験の前に観察・実験器具や用具の使い方を示したり確認したりしたことによって、正

しい使い方や扱い方を守って観察・実験することができた児童が多くいた。 

 

（２） 課題 

・目標値に対して下回る結果となった項目が多くあった。当該学年までの学習内容が習熟するよ

う折に触れて復習したり、話に出したり継続的な指導が必要である。 

・「知識・技能」について、特に「エネルギー」「生命」の領域に対して、基礎的な知識を十分に

身に付けさせることができていない。随時既習事項の復習を行いながら授業を進め、学習内容

の定着を図る必要がある。 

・「思考・判断・表現」について、理科的な事物・現象を科学的に分析する方法を考えたり、根拠

を示して表現したりすることに課題がある。観察や実験の前に予想を立てたり、結果から考察

をしたりする時間を十分にとる必要がある。  

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和５年度結果 令和４年度結果 令和３年度結果 

第４学年 

 

目標値に対して▼ 

 

  

第５学年 

 

目標値に対して△ 

 

 

目標値に対して▼ 

（第４学年時） 

 

第６学年 

 

目標値に対して▼ 

 

 

目標値に対して▼ 

（第５学年時） 

 

目標値に対して▼ 

（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自然事象に対する概念や性

質・規則性の理解を深める

ために、体験的活動を多く

取り入れた学習は定着率が

やや高くなっている。 

・問題に対して既習事項や生

活経験を基に根拠のある予

想や仮説を発想したりする

力が低い。また、実験の結

果からどのようなことが言

えるのかを言語化、文章化

する機会が少ないことが考

えられる。 

・科学的な事象と実生活が結

びついていないことが考え

られる。結びついていない

ことを体験的に学習してい

るので、主体的に課題に取

り組む姿勢が作れず興味関

心の低い児童が多くなって

いると考えられる。 



 

② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・科学的な問題解決を行うた

めに必要な観察・実験等の

基本的な技能が、確実に定

着できていない。 

 

・自然事象に対する概念や性

質・規則性の理解を深める

ための、体験的活動の時間

が足りていないことが考え

られる。 

・実験結果を表やグラフに整

理する活動が不足している

ことが考えられる。 

 

・自然現象の変化や働きにつ

いて、より妥当な考えを見

出す力を高めるために、自

分の言葉で考察をまとめる

機会をより増やす必要性が

感じられる。また、考える

際には、考える視点を与え

る必要がある。 

・学習したことを身近な経験

や生活に結び付けて考え・

予想するなど、興味をもた

せる学習の工夫が必要であ

る。 

 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・実験器具の名前を言わせる

などの活動をしてから対象

や目的に応じて観察・実験

器具を適切に操作すること

ができるよう、目的を共有

してから操作方法を確認さ

せる。 

 

・飼育・栽培や観察実験では、 

具体的に着目する視点（葉

の数や形等）を与え、予想

や仮説などを基に検証させ

る。  

 

・天気や月、星の動きなど身

近に体験しにくい学習で

は、デジタル教材を授業に

取り入れるなど、視覚支援

を充実させる。  

 

・学習した理科用語を授業中

に振り返る機会を意図的に

取り入れ、学習内容の理解

と知識の定着を深める。 

・問題解決の資質・能力を高 

めるために、「①課題を知る

②予想の立て方を知る③方

法を知る④事実を書く⑤結

果から考えたことを書く」

といった問題解決の流れに

沿って板書を行う。 

 

・予想を立て、その根拠を自

分の経験や既習学習から

用いて言葉で説明したり

書いたりする機会を増や

す。 

 

・実験などの結果を記録する 

際、毎回同じ視点で比べる

ように促し、関係性や違い

に気付かせる。 

 

・実験などの結果から考察が 

できるように、初めのうち

は書き方の例を示したり、

穴埋めにしたりするなどの

支援をする。 

・主体的に学習に取り組ませ

るため、児童の体験から結

び付けて問題をつくってい

く。 

 

・事象に十分に関わらせ、「な

ぜ」を大切にしながら学ん

だことと生活との関わりを

振り返る時間を設け、学習

内容を深く理解したり、新

しい問題を見付けようとし

たりする態度を育てる。 

 

・デジタル教材やタブレット

学習を授業に取り入れるな

ど、視覚支援を充実させ活

動しやすい環境を作る。 

 



 

・日常的に教科書の「確かめよ

う」のページを活用し小テス

トを行い、知識の定着を図

る。 

 

・単元を通してペア学習やグ 

ループ学習を積極的に取り

入れ、話し合いを通して物

事を多面的に考え、妥当性

のある結論を導き出せるよ

うにする。 

 

（２）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・資料を活用する学習を多く

取り入れ、具体的に注目す

る視点を与えることで資料

からいえることを考える力

を高める。 

 

・天気や月、星の動きなど身

近に体験できない学習で

は、デジタル教材を授業に

取り入れるなど、視覚支援

を充実させる。  

 

・実験器具の名前を言わせる

ことで使い方を定着させて

いく。更に観察や実験のや

り方を教師が手本（動画を

事前に準備する等）を示し

て確認させることで、正し

い実験の仕方や実験器具の

扱い方を身に付けさせる。  

 

・実験の後や単元のまとめの

時間に、実験結果や知識を

活用・適用して解く問題を

設定して、知識の定着を図

る。 

 

・日常的に教科書の「確かめよ

う」のページを活用し小テス

トを行い、知識の定着を図

る。 

・問題解決の資質・能力を高

めるために、「①課題を見

付ける②予想を立てる③

方法を見付ける④事実を

整理して書く⑤結果から

考えたことに理由を付け

て書く⑥友達と共有する」

という学習活動を繰り返

し行う。 

 

・仮説や考察を書かせるとき 

に、自分の考えに対しての

根拠・理由付けにあたるも

のを入れて書くように指

導する。その際、書き方の

例を示す。 

 

・単元を通してペア学習やグ 

ループ学習を積極的に取

り入れ、話し合いを通して

物事を多面的に考え、妥当

性のある結論を導き出せ

るようにする。 

 

・実験結果を、表やグラフに

自分の力でまとめることが

できるよう、算数科におけ

る既習事項と関連させた復

習の時間を設ける。 

・導入時に演示実験や映像資

料を取り入れたり、児童が

調べてみたいと思うような

課題提示をしたりすること

で、理科に対する興味・関

心を高めていく。 

 

・体験活動から問題を作って

いき、体験できない事象に

ついては、視聴覚資料やICT

を活用して意欲を高める。 

 

・学んだことを日常とつなげ

たり生かしたりすることが

できるように、実験や観察

の結果からどんなことが身

近なことに使われているか

考えたり、話し合ったりす

る機会を設ける。 

 

・理科に関する掲示物や学級

文庫に科学的な本を意図的

に置くなど、学習環境を整

える。 

 

 



令和５年度 社会科 授業改善推進プラン 

大田区立東糀谷小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・具体物やＩＣＴを活用した授業を展開したことで、児童の興味・関心を高めることができ、

学習内容の理解につながった。 

 ・タブレットを活用し子供たちの考えを共有することができたので、学級全体での理解を深

めることができた。 

 ・デジタル教科書を利用したことで、写真からだけでなく動画からも学ぶことができた。教

科書にある資料の実際の映像を見たり、インタビューでの話を聞いたりすることで、より

深く教材を学び、そこから考えることができた。 

（２） 課題 

 ・地図記号や地図帳の基本的な使い方、都道府県の位置など定着を図っていく必要がある。 

 ・記述問題で、問題に対する自分の考えや選択した理由を説明する力を伸ばすことに課題が

ある。知識として身に付いていることを、問題の解答に合わせて記述する練習を行ってい

く必要がある。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和５年度結果 令和４年度結果 令和３年度結果 

第４学年 目標値に対して▼ 目標値に対して≒  

第５学年 目標値に対して▲ 
目標値に対して▼ 

（第４学年時） 
目標値に対して≒ 

第６学年 目標値に対して▼ 
目標値に対して▼ 

（第５学年時） 

目標値に対して▼ 

（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・方位や地図記号など、基本的 

な知識の定着と、問題に対し 

て文章で解答する力を身に付 

けていく必要がある。 

・市役所の役割について、より

理解していく必要がある。 

・複数の資料から分かることを  

正しく読み取り、整理してま  

とめる活動を取り入れる必要

がある。 

 

・資料に基づき与えられた条件

から読み取る力が弱い。問題

文を読んで、分かったことに

対して、自分の考えを表現す

る活動を授業に取り入れてい

く必要がある。  

・資料から必要なことを読み 

取る力が弱い。図や年表から

判断する活動を増やす必要が

ある。 

・社会に対する事柄を自ら調べ 

るなど、さらに学びに向かう 

姿勢を育てる必要がある。地

域にある身近な教材を授業で

扱うなど、意欲的に活動でき

るような工夫を行う必要があ

る。  

・自分の考えを書かせたり発表 

 させたりするなど、タブレッ

トも用いて問題に対して関心

をもてるような授業展開をす

る必要がある。 

  



 

② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・社会的な用語、都道府県や国

の名前などと地域や地方の

特色などを合わせて覚える

ようにし、基本的な知識を定

着させる必要がある。  

・複数の資料を関連付けて、正 

しく情報を読み取る必要が 

ある。  

・用語や国の名前、歴史上の

人物など、基本的な知識を

定着させる必要がある。 

・自らの考えを文章で表現する

ことに課題がある。そのため、

自分の考えを書かせたり、お

互いに伝えあったりする活動

が必要である。 

・複数の資料を関連付けて考察 

したり、資料から必要なこと 

を読み取ったりすることが弱

いので、複数の図や年表から

判断する活動を増やす必要が

ある。 

・社会に対する興味・関心を高 

める必要がある。ゲストティ 

ーチャーや体験的・疑似体験

的な活動を積極的に取り入れ

た授業の工夫を行う必要があ

る。  

・タブレットを使って問題に 

取り組む時間を作るなど、取

り組みやすい活動を増やす必

要がある。 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・３年生は地図記号、地図帳の 

基本的な使い方をしっかり 

教える。定期的に定着を確認

していく。  

・４年生は４７都道府県の名称 

と位置を理解する。都道府県

名も漢字（国語科配当）で書

けるように教える。地図を積

極的に活用し、八方位を含め

た見方の活動を増やしてい

く。 

・算数の棒グラフや折れ線グラ

フの学習と関連させて、資料 

やグラフから読み取る力を身

に付ける。  

・ゲストティーチャーを招く。 

・実際に見学に行くなど体験

的な活動をたくさん取り入

れていく。 

・毎時間の授業の最後５分間

は、学習のまとめを自分の力

で書けるような活動を取り入

れる。  

・単元を通してペア学習やグル 

ープ学習で、お互いの考えを 

伝え合う活動を積極的に取り

入れる。タブレットも活用し、

考えを共有しやすくしてい

く。 

・カルタや新聞などにまとめる

時も、モデルを必ず教師から

示してまとめる。  

 

・社会科の興味・関心を高める 

ために、身近な教材を授業の

中に取り入れていく。  

・社会科見学だけでなく、近隣

の施設や工場、スーパーなど

にも見学に行き、体験的な活

動をたくさん取り入れてい

く。  

・地図記号や都道府県のクイ

ズ、ミニテストなどを取り入

れ、楽しく興味をもてるよう

な授業の工夫をする。 

・日常生活から、学習に関連す 

る問題を取り上げて使うよう

にする。 

 

 

 

 

 

 



（２）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・５年生は都道府県名・世界の  

国名と国旗・世界の中の日本

の位置など、６年生は歴史上  

の人物についても定着できる

ように、プリントなどを使っ

て定期的に復習を行う。 

・単元で大切な言葉を穴埋め 

問題にするなど、ワークシー 

トやタブレットを活用して

楽しく覚えられるようにす

る。  

・算数の学習との相互性を生か 

し、複数のグラフから関連性

を捉え正しく読み取る練習を

行う。  

・複数の資料から社会的な関連 

や、どのような問題があるか 

などを考える練習を行う。 

・体験学習やゲストティーチ

ャーを招いて行う授業を

取り入れていく。 

・単元で大切な言葉を穴埋め

問題にするなど、楽しく覚

えられるように工夫する。 

 

・毎時間、学習のまとめを自分 

の力で書く活動を取り入れ 

る。その際、キーワードや根

拠を明らかにして自分の考え

を書くようにする。また、ど

のような問題点があり、どの

ような取り組みができるかな

どを考えさせてまとめさせ

る。 

・単元を通してペア学習やグル 

ープ学習で、お互いの意見や 

考えを伝え合わせる活動を積

極的に取り入れる。タブレッ

トも活用し考えを共有してい

く。  

・新聞やポスターなどにまとめ 

る際は、書くべき内容（テー 

マ）を必ず教師から示してま 

とめるようにする。  

・体験学習やゲストティーチャ 

ーを招いて行う授業を取り入

れていく。  

・世界の国や歴史上の人物につ 

いてのクイズやミニテストを

取り入れ、楽しく覚えてより

興味をもてるような授業の工

夫をする。 

・デジタル教科書を授業に取り 

入れ映像による資料を多く提

示し、興味関心を高めていく。 

・社会科見学などで工場見学 

をしていく。また、事前に関

連する動画や具体物を用い

て、関心を高める。 

・大田区内の古墳を実際に見に 

行くなど、できるだけ児童が 

身近に感じられるような工夫

をする。  

・政治や国際社会の学習では、

時事問題などを取り上げ、意

見を出させるなどし、関心を

高める。 

 



令和５年度 生活科 授業改善推進プラン 

大田区立東糀谷小学校  

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証  

  

（１） 成果  

 ・体験的活動の実践を多く取り入れたことで身近な人々との関わり等に気付くことが

できた。  

 ・体験的活動を多く実践したことで、児童が主体的に学習に取り組むようになった。  

  

（２） 課題  

 ・気付いたことや自分が思ったことを、絵や言葉で表現出来る児童が少ない。 

 ・体験的活動から得た気付きを深めて、生活上必要な習慣や技能を身に付けることが

課題であると感じた。  

  

２ 観点別分析  

  

知識及び技能の基礎  思考力、判断力、表現力等

の基礎  

主体的に学習に取り組む態

度  

・朝顔や野菜の栽培などの

体験的活動を積極的に行

うことで、自然や身近な

人々との関わり等に気付

くことができた。一方

で、生活上必要な習慣や

技能を身に付けることが

難しかった。  

・体験的活動を通して得た

思考や気付きを言葉や絵

で的確に表現することが

難しかった。  

・朝顔や野菜の栽培などの

体験的活動を積極的に行

うことで児童が主体的に

考えたり取り組んだりし

ようとする姿が多く見ら

れた。  

   

  

３ 授業改善のポイント（観点別）  

  

知識及び技能の基礎  思考力、判断力、表現力等

の基礎  

主体的に学習に取り組む態

度  

・体験的活動の中で感じら

れた、気付きや考え、願

いなどを、自分の言葉で

表現できるようにする。 

また、友達、地域の方と

触れ合う活動の中から生

活上必要な習慣や知識を

身に付けさせる。  

・言葉での表現とともに

絵、動作、劇など、様々

な表現方法で他者と伝え

合ったり、振り返ったり

することをできるように

する。その後、その場に

応じて伝わりやす表現方

法を自分で判断できるよ

うにする。 

・季節の変化を感じる体験

活動及び動植物の世話な

どを通した体験的活動の

更なる充実を目指す。そ

の際、児童からの小さな

つぶやきも敏感に感じ取

り、児童が学ぶ意欲をも

って主体的に学習に取り

組む態度を大切にしてい

く。  

  



令和５年度 外国語活動・外国語科 授業改善推進プラン 

大田区立東糀谷小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・色、野菜、形などの身近なものを示す英単語を正確に聞き取ることは概ねできている。 

 ・好きな教科や名前のスペルなど対話の具体的な情報を聞き取ることは概ねできている。 

 

（２） 課題 

・アルファベットの大文字や小文字などの読み取りや日常会話の理解はあるが、英単語の読

み書きに課題がある。 

・既習した英単語や表現を活用して、英作文をすることについて、課題がある。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和５年度結果 令和４年度結果 令和３年度結果 

第４学年    

第５学年    

第６学年 
目標値に対して▼ 目標値に対して≒ 

（第５学年時） 

 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇学期を通して、授業の導入

で「日時・曜日」、「数字」

などの身近な英単語を含

めた歌を繰り返し歌うこ

とで、正しい発音ができる

ようになった。 

〇英単語や会話の表現など

は、繰り返し発声練習を行

うことで、正しい発音がで

きるようになった。 

〇友達同士で英語を用いた

コミュニケーション活動

では、自己紹介や自分の考

えを伝えることができた。 

〇「好きなもの」や「好きな

時刻の理由」などの学習で

は、既習事項だけでなく、

自分の伝えたい英単語を

調べ、伝えようとする姿が

見られた。 

〇様々な英語表現に対し、慣

れ親しもうと、すすんで発

音練習やコミュニケーシ

ョン活動に取り組もうと

する姿が見られる。 

●発音を聞き取ることが難

しく、英語を用いてのコミ

ュニケーション活動に自

信をもって取り組めない

児童もいた。 

 

② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇概ねアルファベットの形

を正しく捉え、読んだり、

聞き取ったりすることが

できている。 

●アルファベットの小文字

の書き取りに課題がある。 

〇簡単な語句や基本的な表

現を聞き取ることは、概ね

できている。 

●例文を参考に、文を作成す

ることに苦手意識をもっ

ている児童がいる。 

〇ゲームや遊び等を通じて、

友達と英語でのやり取り

をする活動では、意欲的に

学習に取り組む姿が見ら

れた。 

●英語への関心・意欲・態度

は、第６学年では、前年度

より低下している。 

 



 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・日常生活の中で聞いたこと

のある英単語を使い、楽し

く英語に慣れ親しむこと

ができるような活動を積

極的に取り入れていく。 

・既習事項をフラッシュカー

ドやゲームを通して、復習

する。 

 

・今後も英語を話したいとい

う気持ちを深めるために、

児童のよい点を褒め、即時

評価を行う。 

・学んだ英単語の定着を目標

に、コミュニケーション活

動を多く取り入れたり、習

得した英単語を振り返る

時間を設けたりする。 

・英語に親しむことができる

ように、歌やゲーム活動を

取り入れるなど、楽しく学

習できる雰囲気をつくっ

ていく。 

・児童が正しく発音できるよ

うに、ゆっくり発音した

り、個別に発音の仕方を確

認したりする。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・繰り返しの発音練習やカー 

 ドを使った活動を通して、 

 英単語を覚えられるよう 

  にする。 

・定期的に、英単語のテスト

や口頭での確認など既習

事項を復習することで、児

童の定着度を確認する。 

 

・新しい英単語や表現を学ぶ

際には、イラストと英単語

を結び付けて判断したり、

アクセントを確認したり

して、定着を図る。 

・実際の場を想定して、友達

と英語でのコミュニケー

ション活動をする機会を

設ける。 

・既習事項の確実な定着のた

め、授業の始めでは、前回

学んだ英単語や表現を復

習する。 

・ゆっくり、繰り返し発音練 

 習することやフラッシュ 

 カードを用いた活動を重

点的に取り組む。正しい発

音を身に付けさせ、自信を

深めて活動に参加できる

ようにする。 

・楽しい雰囲気の中で英語に 

 親しむことができるよう 

 に、歌やゲームなどの活動

を取り入れていく。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・書く領域については、なぞ

り書き、写し書きなどスモ

ールステップで技能を定着

させる。 

・簡単な語句や基本的な表現

について、動画やイラスト

などの視覚的な情報を用

いた学習を行う。 

・簡単な語句・表現を指導す

る際には、実生活での場面を

想定させることで、適切な使

い方を理解させる。 

・書くことに対する苦手意識

を軽減させるために、自分の

身近な人の紹介など取り組

みやすいテーマで文章を書

く学習を行う。 

・歌やゲームも導入して、外

国語への意欲・関心を高め

るとともに、友達と英語で

のやり取りをする活動を

多く設ける。 

 



令和５年度 体育科 授業改善推進プラン 

大田区立東糀谷小学校  

 １ 昨年度の授業改善推進プランの検証  

（１） 成果  

  ・動画による児童集会活動を通して運動をすることの大切さを伝えたり、休み時間の外遊びを

推奨したりすることにより、外で遊ぶ児童が増えている。 

  ・休み時間に、校庭だけでなく、体育館やバスケットコート、第二グラウンドを積極的に開放

したことで、進んで運動する児童が増えている。 

  ・体育の授業で使った用具を、休み時間にも校庭で自由に使用できるようにしたことで、学び

や運動の日常化につながった。 

・ＩＣＴを活用する機会を増やしながら授業を行ったことで、動きのコツを見付けやすくした

り、児童自身が具体的に動きを振り返ったりする学び方ができるようになった。  

・『学習カード』を活用する機会を増やしたことで、児童一人一人が自分の学習の様子をじっく

りと振り返ることができ、次の活動や取組に活かそうとする姿勢につながる場面が増えてき

ている。  

  

（２） 課題  

・体育学習を通して、体を動かすことの楽しさや喜びを味わうことができている児童が増えつ

つあるが、児童の意欲や技能面においての二極化が目立つ状況が継続したままである。  

・感染症対策のため、個人で行う運動や制限を設けたゲームを行うことが多かった。そのため

友達や仲間と連携する運動の経験が乏しい。また、勝敗を競うゲームにおける戦術学習も十

分に行えていない。 

  

２ 観点別分析  

（１）体力テスト結果の分析 

   専門業者による分析待ち 

 

（２）観点別の分析 

①低学年  

 

 

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・運動遊びの楽しさに触れ、そ

の行い方を知ることができて

いる。 

・運動遊びに取り組む時間を十

分確保したことで、基本的な

動きが身に付いている。 

・感染症対策による制限のた

め、体を腕全体で支える力、

水中での動き、ゲームの中で

ボールを持たない動きが身に

付いていない。 

・感染症対策による制限のた

め、規則の工夫やゲームにお

ける攻め方の選択の経験が乏

しい。 

・走・跳の運動遊びでは、場を

選んだり遊び方を工夫したり

することができている。 

・学習の振り返りの際に、感じ

たことを言葉で表現すること

ができている。 

・運動遊びにすすんで取り組むこ

とができている。 

・きまりを守り、仲良く運動する

ことができる児童が多い。 

・勝敗を受け入れられない児童も

いる。 

・場や用具の安全に気を付けて準

備や片付けをする経験が乏し

い。  



②中学年  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③高学年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・運動の楽しさや喜びに触

れ、その行い方及び健康で

安全な生活や体の発育・発

達について、概ね理解して

いる。 

・個人で行う基本的な動きや

技能は概ね身に付いてい

る。 

・感染症対策による制限のた

め、体を腕全体で支える

力、水中での動き、ボール

を持たないときの動きが身

に付いていない。 

・自己の運動や身近な生活に

おける健康の課題を見付け

ることができている。 

・感染症対策による制限のた

め、規則の工夫や簡単な作

戦の選択の経験が乏しい。 

・走・跳・投の運動では、自

分の課題に合わせて、場や

活動を選択することができ

る児童は約半数である。 

 

   

・運動にすすんで取り組むこ

とが概ねできている。 

・きまりを守り、仲良く運動

することができる児童が多

い。 

・勝敗を受け入れられない児

童もいる。 

・友達の考えを認めようとし

ている。 

・場や用具の安全に気を付け

て準備や片付けをする経験

が乏しい。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・運動の楽しさや喜びを味わ

い、その行い方及び心の健

康やけがの防止、病気の予

防について、概ね理解して

いる。 

・個人で行う基本的な技能及

び健康で安全な生活を営む

ための技能は概ね身に付い

ている。 

・感染症対策による制限のた

め、体を支持する力、各種

泳法、ボールを持たないと

きの動きが身に付いていな

い。 

・自己や他者の運動や身近な

生活における健康の課題を

見付けることが概ねできて

いる。 

・感染症対策による制限のた

め、ルールの工夫や自己や

チームの特徴に応じた作戦

の選択の経験が乏しい。 

・自己やチームの課題を解決

するための方法を工夫する

ことができる児童は約半数

である。 

 

   

・運動に積極的に取り組むこ

とが概ねできている。 

・約束を守り、助け合って運

動することができる児童が

多い。 

・勝敗を受け入れられない児

童もいる。 

・仲間の考えや取り組みを認

めようとしている。 

・場や用具の安全に気を付け

て準備や片付けをすること

ができている。 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１） 低学年  

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・鬼遊びや遊具・用具を使っ

た運動遊びに取り組む機会

を多く設け、「遊び」を通し

て様々な動きに親しむ中

で、基本的な動きが身に付

くようにする。 

・単元を問わず、準備運動も

兼ね、鬼遊びや短縄を使っ

た運動遊び、体ほぐしの運

動遊びを継続して取り組

み、持久力や巧みな動きを

身に付けたり、体を動かす

心地よさを味わわせたりす

る。  

・ＩＣＴ機器や教師、友達を

通して、手本となる動きや

低学年の実態に応じた動き

のコツを伝える。  

・感染症対策による制限のた

めできていなかった運動遊

びに取り組む際には、過度

に負荷が掛からないように

する。 

・学習課題に沿ってやりたい

ことを自己決定する活動を

取り入れる。  

・単元によっては『学習カー

ド』を活用しながら、振り

返る学び方を体育科の中で

も培っていく。  

・よい動き方に気付いたり、

伝えたりする経験を積ませ

る。 

・自己だけでなく、友達の動

きのよさを見付けさせ、伝

える活動を取り入れる。  

・活動を振り返ることができ

る『学習カード』を活用す

る。○を付けるだけのもの

や一言で振り返ることので

きるカード等を活用する。  

・安全に留意し、きまりを守

りながら、運動遊びにすす

んで取り組めるような声掛

けや場の設定をしていく。 

・場の準備・片付けを自分た

ちで安全に行えるように指

導する。  

・運動を楽しむ姿勢や一生懸

命に取り組んでいる姿を積

極的に褒め、全体の意欲向

上につなげるようにする。  

・運動のコツを掴ませ、でき

る喜びを味わわせ、運動の

楽しさを実感させていく。  

・全員が活躍できる場や規則

を設定する。  

・休み時間でも授業で行った

運動に取り組めるように

『学習カード』等を活用す

る。  

・休み時間には、教師もすす

んで一緒に校庭に出て遊

び、共に運動の楽しさを味

わい、伝えるようにする。  

  

（２） 中学年  

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・「体つくり運動」を要に多

様な動きの獲得や動きの組

み合わせができるようにす

る。  

・単元を問わず、準備運動も

兼ね、鬼遊びや短縄を使っ

た運動、体ほぐしの運動を

継続して取り組み、持久力

や巧みな動きを身に付けた

り、体を動かす心地よさを

味わわせたりする。  

・ＩＣＴ機器や教師、友達を

通して、手本となる動きや

中学年の実態に応じた動き

のコツを伝える。  

・授業の始めに、主運動につ

ながる運動を取り入れる。  

・学習課題に沿ってやりたい

ことを自己決定する活動を

取り入れる。 

・活動を振り返ることができ

る『学習カード』を活用す

る。○を付けるだけのもの

や一言で振り返ることので

きるカード等を活用する。 

・自己の課題に合った場や練

習方法を選択する活動を取

り入れる。  

・自己だけでなく、チームや

グループ活動の中の課題を

見付け、課題を解決するた

めの方法や活動を工夫しな

がら考えたり、互いの動き

・安全に留意し、きまりを守

りながら、運動にすすんで

取り組めるような声掛けを

する。 

・場の準備・片付けを自分た

ちで安全に行えるように指

導する。 

・運動に楽しむ姿勢や一生懸

命に取り組んでいる姿を積

極的に褒め、全体の意欲向

上につなげるようにする。  

・運動の仕方や技能のコツを

掴ませ、できる喜びを味わ

わせ、運動の楽しさを実感

させていく。  

・全員が活躍できる場や規則

を設定する。  



・保健学習や食育とも連携

し、健康の保持増進にも目

を向けさせ、規則正しい生

活と意欲的に運動をする態

度を育てる。 

・感染症対策による制限のた

めできていなかった運動に

取り組む際には、過度に負

荷が掛からないようにす

る。 

の良さについて見付け、考

えたことを伝えたりする活

動を取り入れる。  

・休み時間でも授業で行った

運動に取り組めるように学

習カード等を活用する。  

・休み時間には、教師もすす

んで一緒に校庭に出て遊

び、共に運動の楽しさを味

わい、伝えるようにする。  

 

  

（３） 高学年  

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・単元を問わず、準備運動も

兼ね、持久走や短縄を使っ

た運動、体ほぐしの運動に

継続して取り組み、持久力

や巧みな動きを身に付けた

り、体を動かす心地よさを

味わわせたりする。  

・ＩＣＴ機器や教師、友達を

通して、運動技術の重点を

押さえる。  

・易しい場や練習方法を示

し、課題解決方法を理解・

活用し技能を高められるよ

うにする。 

・授業の始めに、主運動につ

ながる運動を取り入れる。  

・保健学習や食育とも連携

し、健康の保持増進にも目

を向けさせ、規則正しい生

活と意欲的に運動をする態

度を育てる。 

・感染症対策による制限のた

めできていなかった運動に

取り組む際には、過度に負

荷が掛からないようにす

る。 

・学習課題を理解し、自己や

他者の能力を分析したり解

決方法を自己決定したりす

る活動を取り入れる。（Ｉ

ＣＴ機器の活用） 

・活動を振り返ることができ

る『学習カード』を活用す

る。○を付けるだけのもの

や一言で振り返ることので

きるカード等を活用する。  

・運動中の状況判断が求めら

れる活動を設定し、判断力

を伸ばす。 

・健康の保持増進に向けた解

決策を調べ、プレゼンテー

ションする場面を設定す

る。 

・安全に留意し、約束を守り

ながら、運動にすすんで取

り組めるような声掛けをす

る。 

・運動に楽しむ姿勢や一生懸

命に取り組んでいる姿を積

極的に褒め全体の意欲向上

につなげるようにする。  

・運動のコツを掴ませ、運動

の楽しさを味わわせる。 

・仲間の考えを認め、協働し

て学ぶ姿を価値づける。  

・全員に役割を与え、「す

る・見る・支える・知る」

体育の見方・考え方に触れ

られるようにする。 

・休み時間でも授業で行った

運動に取り組めるように学

習カード等を活用する。  

 

 



令和５年度 音楽科 授業改善推進プラン 

大田区立東糀谷小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・興味関心が高く、意欲的に取り組む姿勢が多く見られる。 

 ・器楽の技能はスモールステップかつ反復学習により、着実に技能を身に付けることができている。 

（２） 課題 

・学んだ知識や技能を生かすことがまだ十分ではない。 

・感じ取ったことと聴き取ったことを結び付けて考える力が十分ではない。 

 

２ 分析（観点別） 

 

①低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

・音の高さを感じ取って歌うこと

ができている。 

・鍵盤ハーモニカは指遣いに気を

付けて演奏できている。 

・拍に乗ってリズムを取ることが

できている。 

・身体を使って音楽の様子を表し、

感じ取ったことを適切な言葉で

表す力に課題がある。 

・興味・関心が高く、意欲的に楽

しく音楽活動に取り組む姿が多

く見られる。 

 

②中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

・互いの歌声を聴きながら、自然

で無理のない発声で歌うことが

できている。 

・リコーダーの演奏においては、

指遣いに気を付けて演奏し、タ

ンギングをして美しい音色で演

奏する技能の定着が見られる。 

・第３学年から始まる階名に親し

む学習に意欲的に取り組んでい

る。 

・感じ取ったことが音楽の要素の

何に基づいているのか考える力

に課題が見られる。 

・興味関心が高く、発表の場面に

おいても意欲的に取り組む姿が

多く見られる。 

 

③高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

・頭声発声で歌うことができてい

る一方、響きのある声で歌う技

能や、高さの異なる声部を重ね

て歌う技能に課題が見られる。 

・リコーダーは息遣いに気を付け

て演奏することができている。

タンギングの習得に関しては個

人差がある。 

・感じ取ったことが音楽の要素の

何に基づいているのか考える力

に課題が見られる。 

・器楽の学習においては意欲的に

取り組む姿が多く見られる。歌

唱活動に取り組む際の意欲面が

課題。 

 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・音や音楽に合わせて身体を動か

す活動を多く展開し、拍感をつ

かむと共に、拍のまとまりを感

じ取る活動をスモールステッ

プで繰り返し行うことで習得

させる。 

・音楽の様子を表す言葉の掲示を

充実させ、児童自ら判断して適

切な言葉を選べるようにする。 

・身体を伴った活動や児童同士の

交流の機会を多く設定し、様々

な音楽に親しみ、音楽への興味

関心を高める。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・リコーダーの息遣いやタンギン

グ等の基本的な技能について、

必要感をもたせて習得させる。 

・階名の学習等、楽典的な学習を

体験的に習得させる。 

・感じ取ったことが音楽の要素の

何に基づいているのか、掲示物

と関連付けし、視覚的・身体的

に捉えさせる。 

・読譜に関する学習を体験的に習

得させ、児童同士の交流の機会

を多く設定し、様々な音楽に親

しみ興味関心を高める。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・スモールステップでハーモニー

をつくる学習を積み重ねる。 

・美しい音色で演奏する良さを実

感させ、必要感をもってタンギ

ングで演奏する技能を身に付

けさせる。 

・感じ取ったことが音楽の要素の

何に基づいているのか、掲示物

と関連付けし、視覚的・身体的

に捉えさせる。 

・身近な物事と関連付けしたり、

ねらいを明確化することで、音

楽への興味関心を高める。 

 

 



令和５年度 図画工作科 授業改善推進プラン 

大田区立東糀谷小学校  

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・わかりやすく取り組みやすい活動を提示し、めあてを明確にもたせて表現に取り組ませることによ

り、学習に向かう態度が向上した。 

・ＩＣＴ機器を活用しながら児童の目の前で「やってみせる」ことを確実に行い、材料や用具の特性

への理解度を高めることができた。 

・制作途中の児童作品や各国の美術作品を都度紹介することによって鑑賞の機会を増やし、造形的な

よさに気付かせ、自分の見方や感じ方を広げさせることができた。 

 

（２）課題  

・児童の学びに対する意欲の個人差が大きく、関心をもって主体的に学ぶことができない児童もい

る。 

・用具の正しい扱い方や作品制作の手順について、理解するのに時間がかかったり理解が難しかった

りする児童がいる。 

・表したいことを見付けたり表し方を工夫したりすることが苦手な児童がいる。 

  

２ 観点別分析 

（１）低学年 

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・材料や道具の特性を理解し、

手や体全体の感覚などを働か

せて表そうとしている。 

・表現の技能には個人差があ

り、手や体全体の感覚の継続

的な育成が必要であると考え

る。 

・材料の形や色などから造形的

なよさを思いつき、どのよう

に表すかを考えながら学習し

ている。 

・好きな形や色を選んだり、い

ろいろな形や色を考えたりし

ながら表し方を工夫してい

る。 

・鑑賞の活動では、ほとんどの

児童が主体的に取り組んでい

る。 

・表現の活動では、学びに対す

る意欲に個人差がある。気持

ちが散漫になり、一つの表現

に集中することが難しい児童

もいる。 

 

（２）中学年  

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・材料や道具を適切に扱い、前

学年までの経験を生かしなが

ら手や体全体を働かせて表そ

うとする児童が多い。 

・表現の技能には個人差があ

り、手や体全体の感覚の継続

的な育成が必要であると考え

る。 

・感じたこと、想像したこと、

見たことから表したいことを

見付け、どのように表すかを

考えながら学習している。 

・形や色、材料などを生かしな

がら、表し方を工夫してい

る。 

・鑑賞の活動では、ほとんどの

児童が主体的に取り組んでい

る。 

・表現の活動では、学びに対す

る意欲に個人差がある。気持

ちが散漫になり、一つの表現

に集中することが難しい児童

もいる。 

 

  



（３）高学年  

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・表現方法に合わせて材料や道

具を選ぶことができる児童も

いる。前学年までの経験や技

能を生かして表そうとする児

童もみられる。 

・表現の技能は個人差が大き

い。活動の経験を増やし、表

す力を継続的に育成する必要

があると考える。 

 ・感じたこと、想像したこと、

見たこと、伝え合いたいこと

から表したいことを積極的に

見付けようとする児童もいる

が、発想や構想の力は個人差

が大きい。「美しい！」「表し

たい！」と感じる経験を増や

し、表現力を高めたいと考え

る。 

・学習意欲の個人差が目立つ。

高い意欲で自分の表現に主体

的に取り組む児童がいる一方

で、気持ちが散漫になり、学

習に集中することが難しい児

童もいる。 

 

  

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年  

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・ＩＣＴ機器を活用しながら児

童の目の前で「やってみせ

る」ことを確実に行い、材料

や用具の特性を理解させる。 

・表現活動の時間を確保し、手

や体全体の感覚の育成に努め

る。 

・制作途中の作品や各国の美術

作品を都度紹介することによ

って鑑賞の機会を増やす。そ

のことにより表現の工夫に気

付かせ、自分の見方や感じ方

を広げさせる。 

・わかりやすく取り組みやすい

活動を提示し、めあてを明確

にもたせて表現に取り組ませ

る。  

・それぞれの児童が興味をもっ

ていることを学習内容と結び

付け、学習意欲を高める。 

 

（２） 中学年  

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・ＩＣＴ機器を活用しながら児

童の目の前で「やってみせ

る」ことを確実に行い、材料

や用具の適切な扱い方を理解

させる。 

・表現活動の時間を確保し、手

や体全体の感覚の育成に努め

る。 

・制作途中の作品や各国の美術

作品を都度紹介することによ

って鑑賞の機会を増やす。そ

のことにより造形的なよさに

気付かせ、自分の見方や感じ

方を広げさせる。 

・わかりやすく取り組みやすい

活動を提示し、めあてを明確

にもたせて表現に取り組ませ

る。  

・それぞれの児童が興味をもっ

ていることを学習内容と結び

付け、意欲を高める。 

 

（３） 高学年  

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・前学年までの経験を振り返ら

せ、自分のもつ経験や技能が

生かせることを感じさせる。 

・ＩＣＴ機器を活用しながら児

童の目の前で「やってみせ

る」ことを確実に行い、材料

や用具の適切な扱い方を理解

させる。 

・表現活動の時間を確保し、手

や体全体の感覚の育成に努め

る。 

・制作途中の作品や各国の美術

作品を都度紹介することによ

って鑑賞の機会を増やす。そ

のことにより造形的なよさや

美しさ、表現の意図に気付か

せ、自分の見方や感じ方を広

げさせる。 

・それぞれの児童が興味をもっ

ていることを表現に生かすよ

う指導していく。 

・わかりやすく取り組みやすい

活動を提示し、具体的なゴー

ルを明示して学習に取り組ま

せる。  

・それぞれの児童が興味をもっ

ていることを学習内容と結び

付け、意欲を高める。 

 



令和５年度 家庭科 授業改善推進プラン 

大田区立東糀谷小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・学習したことを実際の生活に活用する機会が増えるように工夫したことにより、日常生活に生

かそうとする意欲が育っている。 

 ・友達との教え合いや互いの作品の良さを見付け合うなど、豊かな関わり合いの中で学習を

進めている。 

   

（２） 課題 

 ・学習内容の定着度に課題がある。意欲的に取り組めるため、学習の直後はよく覚えている。

しかし、しばらく経つと忘れてしまうため、学習の積み重ねが難しい。家庭と連携して学

習したことを日常的に行っていく必要がある。 

 ・個人の能力や生活経験の有無により、学習の到達度に関して、個人差が大きい。個別指導

の充実や教え合いによる共有化が必要である。 

 

２ 分析（観点別） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度等 

・意欲をもって学習に取り組め

るため、知識の習得はおおむ

ねできているが、時間が経つ

と忘れてしまう。 

・技能面では指先を使った細か

い作業が多いため、技能の個

人差が大きい。 

・学習したことを基に日常生活

の問題を見つけ、解決方法を

考えようとしているが、生活

経験の有無によって、個人差

がある。 

・実習への意欲は高く、すすん

で学習に取り組もうとしてい

る。 

  

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度等 

・授業の中で知識を定着させて

いくために、引き続き、相互

での学び合いの時間をとり豊

かな関わり合いの中で知識を

獲得できるようにする。 

・家庭と連携して学習したこと

を生活に生かすようにするこ

とでさらなる定着を図る。 

・技能の個人差については個別

指導を続けていく。 

・授業の中で思考力を定着させ

るために、日常生活に生かし

ていくという視点で学習の振

り返りを行わせる。 

・家庭と連携して、学習したこ

とを実際に生活に生かしてい

けるようにする。 

・主体的に学習に取り組む態度

を養うために、引き続き、実習

や実技などの活動の時間を確

保していくための授業展開を

続けていく。 

 


